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○新まちの拠点創造プロジェクト 

 
 

１ 事業目的 

丹波地域の中心市街地等において、多拠点居住やテレワーク等新たな暮らし方、働き方等に対応

した新たな都市機能を官民連携のもと整備し、まちの求心力向上を図るとともに、多世代が歩いて

暮らせる歩行圏のまちづくりを推進する。 
 
２ 事業内容 

（１）柏原交流ゾーン構想検討会（仮称）及び同専門部会の設置 

   委員構成：学識経験者、商業者、地域団体、地域住民、行政（県、市） 

内  容：ＪＲ柏原駅南側の県所有特定用地（約 2ha）の利活用について、駅北側の市街地

及び丹波の森エリアも踏まえて総合的に検討する。 
 
（参考：柏原交流ゾーン及び周辺の位置図） 
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※図は概略の範囲を示す 
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